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㊥ squarelattice

2種類の ferroexchangeJA , JB (濃度は cA,CB) をもっquenchedbondmodel

で･ bondconfigurationをαとし, JA,JB bond に直交する裏格子の bondをJi,
J昌 とすると,裏格子のbondconfiguration a*は一義的に決まるO 表,裏両格子の状

態和は

Z(KA,KB,CA,CB,α) Z(K1,KB*,CA,CB,♂ )

(sh2KA)NcA/2(sh2KB)NcB′2 (sh2K呈PcA/2(sh2K;*)"cB/2

thKA- C-2Ki , thKB - e-2K昌

Kl-J,/2kT ,K*-∫:/2klで (i-A,B)l

*

J三-J｡,JB-JAとおくと,(2)の両式は

th去 - e-JB/kT*

(1)

(2)

(3)

という1つの式になるO裏格子ではJA,JB が交換することになるが, cA- cB- 1/2

のときは,(1)の両辺は全く同じ関数になる｡ Tc は1つと仮定すると,(3)で T- T*-

Tcが厳密解である｡ このTcは annealedsystem のT｡ とも一致する｡これはTc付

近では両者 ともrandom conrigurationsが圧倒的な寄与があるからと思われる｡縦方向が

JA ,横方向がJB の体系の Onsagerの解 を1例として含む｡

cA が任意の場合のT｡の近似式は
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cAthKA+ cBthKB-CAe-2KA +cBe" KB (atTc)

となるoこれは cA-0, 1/2, 1のときは厳密解 と一致する(図 1)｡

O.T /D

→ C,1

図 1. squarelattice

実線は(3)式,破線は Betlle近似,●印は厳密解,

上 (下 )の曲線はJIi/JA-O･5(0･2)

JB- 0 の場合の criticalconcentratjonは厳密に0･5と求まる｡

@) honeycomblattice

(4)と同じ近似で求めたT｡の結果のみを図 2に示す｡
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ランダム系の裏格子

or /.JJ

一一ナ Ĉ

図 2. honeycomblattice

実線は(3)式,破線はBethe近似, ●印は

厳密賂 上(下 )の曲線はJB/JA-0･5(0･2)

③ 4体力 (puresystem)

squarelatticeの各辺の中央に Isingspinをおき,四辺形上の4個の spinが-(∫/2)

oto,oho.(0=±1) の4体相互作用をする体系は Orderedphaseがない(他の二次

元格子も同様 )｡これをsimplecubiclatticeに拡張すると,状態和は bodycentered

sitesで作 られた simplecubiclattice (これが裏格子 )の2体力の Isingmodelの状態

を用いて表わすことができる｡したがって前者のランダム系は,後者の random 系で計

算される｡
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